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Ⅴ．特記事項 

1．総合学園としての連携事業 

 尚絅学園は、大学の他、短期大学部、高等学校、中学校及び尚絅大学附属こども園を有

するとともに、これらの設置校間で様々な連携事業にも積極的に取り組むなど、熊本県唯

一の女子総合学園としての強みを十分に発揮できるよう努めている。 

 本学園は、学園事務局長及び総務部長並びに学長や中学校・高等学校校長をはじめとす

る大学及び高等学校の幹部教職員が参加する設置校間の連携事業の取組みを中高大連携推

進協議会で協議している。具体的な事業内容は、本学教員が高校に出向いて実施する高大

連携授業、高校生が本学の授業を聴講する授業体験、本学の研究室訪問、高校生・保護者

や高等学校教職員を対象とした学部学科説明会、高校生対象の韓国語講座等が挙げられる。

この他、中学生に対する環境教育講話を毎年度実施している。 

 さらに、国際交流に関しても大学と短期大学部合同でのオンライン留学等、様々な取り

組みが拡大してきている。加えて、大学・短期大学部及び尚絅食育研究センターと附属こ

ども園とで連携して、食育に関する研究について取り組んでいる。  

 

2．管理栄養士養成施設としての資格取得支援  

 生活科学部のアドミッション・ポリシーにおいては、管理栄養士はもちろんのこと、食

や健康に関して強い探求心や生命科学への興味と真理探究の意欲を持つ人を求めている。

また、生命科学を学ぶための基礎知識や思考力・判断力を身につけていることが望ましい

とする一方で、上述のとおり定める意欲や関心を持っている文系の生徒の受入も積極的に

行っている。本学部においては、各学年にクラス担任（2 クラス）を置き、助手も含めた

学部全体で学生一人ひとりの情報共有と学修支援・学生支援を行うことで、基礎知識を学

んできていない文系の生徒であっても、卒業後は管理栄養士や栄養士、またはその他の栄

養系の資格を活用し、家政系や生命科学系の分野で活躍している。 

 このような学生の輩出に当たっては、本学部教員一人ひとりの教授能力と実務家教員の

登用による実践的能力の提供が大きく影響していると自負している。また、法令等に基づ

く授業の提供は当然ながら、入学初期に高校の数学・化学のリメディアル科目として「基

礎数学」「化学入門」を導入し、「基礎セミナー」で理系科目の実験・実習に必要な基本的

実験手法や栄養計算方法などを学ぶことにより、学生はいずれかの資格を取得して、資格

を活かした職種に就いている。加えて、リカレント教育の一環として管理栄養士国家試験

対策講座を開催し、卒後においても国家資格取得の支援に対して積極的に取り組んでいる。

直近 3 年間（令和 3(2021)年度～令和 5(2023)年度）の受講者数は新型コロナウイルス感染

症の影響により 4 人と実績は多くないが、外部模試受験支援の受講者は 21 名と支援実績

をあげている。引き続き国家試験合格に向けたノウハウを学内外で広く発揮し、養成施設

として存在感を示していく。  


